
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

衆 議 院 議 員 民主党静岡県第 3 区総支部長 

小山
こ や ま

のぶひろ氏に訊く 

 

展 弘 
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党員とは                                                      

○民主党の基

本理念と政策

に賛同する 18

歳以上の方な

ら誰でもなれ

ます。 

○在外邦人や

在日外国人の

方も OK です。 

○党員は、そ

れぞれの地域

にある民主党

の総支部（総

支部がない地

域は都道府県

連） 

 に所属しま

す。総支部と

は、衆議院、

参議院の各議

員、または公

認候補者など
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 代表者とす

る民主党の地
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○党費は年間

6,000 円です。 
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 利や活動は

民主党規約や

組織規則、倫
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 小沢幹事長 盛岡で会見             

参院選 61 議席獲得目指す 
小沢一郎幹事長は２０日、盛岡市内で記者会見し、来年夏の参院選挙に向け、１２１ある改選議席の過半数６１

議席の獲得を目指し、全力で臨む決意を表明しました。 
 小沢幹事長ははじめに、参院選挙に民主党としてどう臨むかを問われ、「岩手県内については旧来から県民の皆

さんから広く厚い支持をいただいており、ぜひ来年夏も圧倒的なご支持、ご支援を賜りたいと考えている。全国レ

ベルとしては、改選議席の過半数、６１議席の当選を目指して全力を挙げたい」と語りました。 
 次に、岩手県において民主党が市町村議長選挙の相乗り禁止を打ち出したことへの見解および全国的に相乗り禁

止とする考えかとの質問については、「本来、議会制民主主義イコール政党政治であり、各級の選挙において政党

を名乗るのが欧米の先進民主主義国では当たり前のこと」として、将来日本でもそうした考え方が国内、国民の皆

さんの間に定着することによって、結果として相乗り禁止になっていくだろうと分析しました。 
 そのうえで、「まず都道府県、政令指定都市といった大きな行政単位のところで徹底させることによって、議会

制民主主義、政党政治の基本を、党員も国民も理解してもらいたいと思っている。また、そのような選挙が民主党

の党勢の拡大、基盤強化に繋がると考えているので、現時点では可能な限り同じ志を持つ候補者が地方行政を担当

することになれば結構なことだと思っている」と述べました。 
 

小山のぶひろ プロフィール 

 1975 年 12 月 26 日 掛川市（旧小笠郡 大須賀町）生まれ，磐田育ち。 

1982 年 大須賀町立横須賀幼稚園卒園 

1988 年 磐田市立磐田西小学校卒業 

1991 年 磐田市立磐田第一中学校卒業（水泳部所属） 

1994 年 静岡県立磐田南高等学校卒業（弓道部所属） 

1999 年 早稲田大学 政治経済学部 政治学科卒業  

2001 年 早稲田大学大学院 政治学研究科 修士課程修了（政治学修士） 

2001 年 農林中央金庫（JAバンク）入庫（2006 年 退職） 

2006 年 松下政経塾入塾（民主党静岡県第 3区総支部長就任により自主退塾） 

2007 年 日本公共政策学会入会（現在、日本公共政策学会員） 

民主党静岡県第 3区総支部長就任  

2009 年 第 45 回衆議院議員選挙にて初当選。衆議院議員（財務金融委員会 災害対策特別委員会所属）。 

磐田市中泉（西新町）在住。 
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民主党静岡県第3区総支部事務所 
 

438-0078 磐田市中泉（御殿）656‐1 

TEL   0538‐39‐1234 

FAX   0538‐39‐1235  

E-mail  n_koyama@aroma.ocn.ne.jp 

 

※お気軽にご連絡・ご来所ください（磐田駅南口より徒歩 3分）。 
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